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平等についての考え方





現実に存在している違いを考慮せず，異なった取扱いは一切認めるべきではないという考え方





現実に存在している違いを考慮に入れた取扱いを認めるべきとする考え方


合理的な区別は許容されるが，不合理な差別は禁止される





異なった取扱いを認めてよいか





　社会的・構造的な差別によって不利益を被ってきた人々に対して，一定の範囲で特別の機会を提供するなど，実質的な機会均等を実現するために講じる暫定的な優遇措置のこと





相対的平等





絶対的平等





アファーマティブ・アクション








